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◆海外支援事業 

フィリピン・ネグロス 

フィリピン・ネグロス島のカネシゲファーム・ルーラルキャンパス（以下KF-RC）の自立運営をサポートしながら、

KF-RCを軸に次世代の農民を育て、地域に循環型有機農業を普及していく活動を進めました。 

 

【実施した活動】 

① KF-RCの活動の評価作業： 

2019年7月で設立10年を迎えるKF-RCの今後10年に向けた

ヴィジョン・方針作りのために、KF-RCスタッフとのこれまで

の活動の振り返り作業を進めました。 

外部有識者としてP-nong Learning Center（※）の下田寛典氏

をネグロスに招き、評価作業や意見交換を通して、KF-RCが抱

えている課題が整理され、KF-RCスタッフ一人ひとりが進めて

いきたい活動の優先順位の共有ができました。来年度も引き続

き、ヴィジョン・方針の協議を継続し、今後の活動方針を策定

していきます。 

※日本とタイの間での学びあいの促進を目的に、研修やスタディツアーなどの企画・運営・サポートをしているNGO。 

 

②第8期研修生の受け入れ、卒業生のフォローアップ： 

2018年9月から、ネグロス島の若者4人が順次研修を開始し、農場に住み込みで、循環型農業を学んでいます（2019年7月卒業

予定）。そのうちの1人は、マスコバド糖サトウキビ生産者組合（NAFWA）より、サトウキビ以外の農業をもっと知りたいと、研

修を希望し派遣されて来ました。それぞれの個性が伸びていくよう、スタッフも試行錯誤しながら研修プログラムを進めています。 

卒業生のフォローアップもKF-RCスタッフと一

緒に継続しています。卒業生の畑を訪問して、成

果や課題を話し合い、卒業生が地域で孤立し、挫

折しないようにサポートをしています。KF-RCの

活動の評価作業に伴い、これまでの卒業生へのイ

ンタビューを通して、研修システムの見直しも実

施しました。 

 

 

 

 

下田さんの話を真剣に聞くKF-RCスタッフと研修生 

第8期研修生の4人 
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③KF-RCスタッフの来日： 

JCNC 岡山の 30 周年記念パーティーへ招待を受けてチータ・タカタさんとジョネル・ヴェントゥラさんが、2018 年 4 月に来日し、

日本各地の約300名の方々と交流をしました（訪問地：JCNC岡山、JCNC北海道、白州郷牧場、アースデイ東京、山のハム工房ゴ

ーバルなど）。 

交流では、それぞれのこれまでの経験と今の思いを各地で語ってくれました。主にチータ氏は「バランゴンバナナ事業が始まった

当時に苦労したこと、循環した農業から地域をよくしていくことや次世代の農民を育てていくという当初の思いを今も継いで活動

できるやりがい」を、ジョネル氏は「自分たちの土地を手放すことなく、自身の土地で自由に食べものを育てる喜びや研修農場の

スタッフとして若者を育てることができている喜び」などを語っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フィリピン・北部ルソン 

ヌエバ・ビスカヤ州マラビン渓谷で柑橘栽培をしているギルバート農園に設置されているBMWプラントのチェックのためにと現

地訪問をしました。ギルバート氏が代表を務めるNVAT（ヌエバ・ビスカヤ州青果物卸売市場）でのBMWプラントの開所式に参加

し、BMW技術に関するセミナーのサポートをしました。 

今後は、市場に生産物を売りに来た

多くの生産者にプラントで製造さ

れる生物活性水を持ち帰り、地域で

活用されるようにしていく循環計

画があります。 

 

 

 

 

※BMW技術：微生物（バクテリア）とミネラルの働きをうまく利用し、土と水が生成される生態系のシステムを人工的に再現する

技術のこと。生物活性水は、この技術により作られる活性水。 

JCNC岡山30周年記念パーティーの参加者の皆さん 

BMWプラント開所式の際のセミナー参加者で記念撮影 
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東ティモール 

コーヒー産地であるエルメラ県において、県内の公立小・中学校への学校菜園普及のために、ライカラ（エルメラ郡）とライラコ

（ライラコ郡）の2つの中央小・中学校で教員・生徒を対象にしたセミナーを開催しました。そのセミナーに参加した分校への道

具の供与や技術的なフォローアップを継続的に実施しています。 

また、教員がより自主的に学校菜園活動を展開していけるような指南書と子どもがゴミの分別についてあそびながら学べる教材を

作成し、県内の26校に配布しました。 

2017年度にフィリピン、ラオスの農民との交流に参加する機会を得た若手リーダー3名が中心になって、「ネグロスのKF-RCのよ

うに自分たちに続く若者たちを育成する場所をつくりたい」と帰国後に実施したセミナーのフォローアップ研修を4月～5月にか

けて企画・実施しました。2つの地域から11人の若者が参加し、循環型農業や環境保全について実践を踏まえながら学びを深めま

した。 

 

インドネシア 

エコシュリンプの生産地である東ジャワ州シドアルジョでは、周辺地域の経済発展に伴い、水質環境の悪化が懸念さ

れています。エビ生産者の生計維持や環境共生型のエビ養殖の将来を考え、地域の環境保全活動から一歩踏み込んで、

地域の経済と環境が共に持続可能な形で発展していくための方法を模索しはじめているKOIN（エビ養殖農民とオルタ

ー・トレード・インドネシア社スタッフが立ち上げたNGO）の活動に協力しました。地域のエビ養殖池に流れ込む2

河川（バケプ川、サンゲウ川）で水質調査を実施し、そ

の調査結果を元にした県知事への働きかけなどを実施し

てきました。 

2018年度は、Ecotonという地元の環境NGOからバイ

オモニタリング（注）のトレーニングを受け、さっそ

く河川でのバイオモニタリングを実施している、との報

告が現地から届いています。 

 

 

学校菜園の指南書とゴミ分別の教材 

26校に配布した指南書と教材 

研修で循環型農業の実践について学ぶ若者たち 

バイオモニタリング活動の様子 
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ラオス 

2017年度に実施した3カ国若手農民交流（フィリピン、東

ティモール、ラオス）がきっかけとなり、2018年度は新た

に、オルター・トレード・ジャパン（ATJ）のコーヒー産地

であるボーラヴェーン高原における作物の多様化に向けて取

組み始めました。 

この取組みの第一歩として、2018年9月、P-nong Learning 

Centerにご協力いただき、ボーラヴェーン高原の若手コーヒ

ー生産者5人をタイ東北部のカオデーン農園（※）での研修

に送りました。約2週間の研修は、自然・循環型農業につい

ての基礎的な考え、農畜複合農業や加工品販売などについて学ぶ

機会を作ることを目的として、タイのオルタナティブ農業ネット

ワーク（AAN）にも協力していただき、【１】始まりのワークショップ、【２】農業技術の実習、【３】フィール

ド・トリップ、【４】生活用品作り、【５】まとめのワークショップ、という構成で実施しました。 

2019年2月には、フォローアップ訪問のために現地を訪問。研修で学んだことをそれぞれ自分の家や農園で実践し

ている5人の様子をしっかりと確認することができました。 

※日本国際ボランティアセンター（JVC）が以前バンコク郊外で行っていた自然農園プロジェクトの研修生だったデ

ーンさんが、元JVCタイ駐在スタッフの森本さんと共に2006年に東北タイ・ムクダハン県でスタートした農園。 

 

◆広報・出版事業 

◎ ハリーナ発行（Vol2.40号～42号発行） 

今年度は、5月にAPLA10周年記念号を発行したため、3号のみの発行となりました。 

40号 2018年5月    APLA10周年記念特別号 

41号 2018年11月 ［特集］“甘い”果実の苦い真実―フィリピンからの訴え 

42号 2019年3月   ［特集］「支援者」たちと福島 ─東日本大震災から8年が経過して 

 

※ウェブサイトでバックナンバーを全ページご覧いただけます。   https://www.apla.jp/archives/publications-cat/halina 

バイオモニタリング活動の様子 

カオデーン農園での研修（始まりのワークショップ） 

https://www.apla.jp/archives/publications-cat/halina
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◎ PtoP NEWS vol.25～vol.30 

      

※ウェブサイトでバックナンバーを全ページご覧いただけます。  https://www.apla.jp/archives/publications-cat/ptop 

 

◎ 「ホンモノの手作りチョコレート」ワークショップ 

7シーズン目となった今年度は、一般向け11ヵ所（うち2か所が野外での簡易版）、パルシステム（東京、埼玉、

神奈川の地区委員会10ヵ所）、計400名ほどの参加者がありました。さらにカカオワークショップの講師となって

一緒に広めてくれる「カカオ大使」養成のための講座を2回開催することができました。自治体から委託を受けて環

境教育活動を実施しているNPOからの講師依頼なども少しずつ増えてきています。 

 

◎ エシカルバナナ・キャンペーン 

1982年に鶴見良行氏がその著作『バナナと日本人』

によって、フィリピンのバナナ・プランテーション

における農薬散布、不公正な契約、労働問題などを告

発してから36年。そうした現状を改めて日本社会に

広く知らせ、日本に輸入されるすべてのバナナが

「エシカル（倫理的）なバナナ」 ―持続可能な農法

で作られた地球にやさしいバナナ、生産から流通・小

売りまでサプライチェーン上のすべての労働者の人

権が守られているバナナ、食べる方も作る方も、ほかの誰かの人生を踏みつぶすことなく笑顔を広げられるバナナ― 

になることを目指すべく、㈱オルター・トレード・ジャパンおよびNPO法人アジア太平洋資料センター（PARC）と

協力して、エシカルバナナ・キャンペーンを立ち上げました。 

8月には、キャンペーンの立ち上げを記念し、フィリピンバナナの主要生産地であるミンダナオ島よりゲスト2人を

招いてのセミナーを開催。ウェブサイト（https://www.e-banana.info/）やFacebookページ

（https://www.facebook.com/ethicalbanana/）も立ち上げ、賛同者の獲得や情報発信に力を入れてきました。 

 

◎ フェアファイナンスガイド・ジャパン（FFGJ）のバナナのケース調査実施 

フェアファイナンスガイド・ジャパン（FFGJ）のメンバーに加わり、バナナのケース

調査実施を担いました。「見えないバナナのサプライチェーン」と題して、主に小売業者のバナナに関する調達方針

とその小売業者へ投融資する金融機関を格付け・比較し、改善を求めるレポートを作成しました。エシカルバナナ・

キャンペーンと連動させて情報発信をしました。 

調査レポート：https://fairfinance.jp/bank/casestudies/banana-2018/ 

https://www.apla.jp/archives/publications-cat/halina
https://www.e-banana.info/
https://www.facebook.com/ethicalbanana/
https://fairfinance.jp/bank/casestudies/banana-2018/
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◆交流事業 

◎ 二本松有機農業研究会・パネルサポート応援 

福島県二本松市の二本松有機農業研究会が取り組むソーラー

シェアリングのパネル設置を応援する仕組みとして、2016

年9月から呼びかけを始めた「パネルサポーター」制度。

2018年8月に、念願のパネル設置が完了し、発電・売電が

始まりました。11月にはAPLAからも完成式に参加し、そ

の喜びを分かち合いました。今後、地域の中でエネルギーの

自給の取組みが進む一歩となればと願っています。 

＜パネルサポート応援実績＞ 

 パネルサポーター 募金 APLA 

手数料 

二本松へ送金 

サポーター＆募金合計 

16年度 828,500円 

（40名、パネル118枚分） 

6,268円 24,288円 810,480円 

17年度 308,000円 

（14名、パネル44枚分） 

3,223円 8,866円 302,357円 

18年度 70,000円 

（4名、パネル10枚分） 

0円 2,000円 68,000円 

合計 1,136,500円 

（58名、パネル162枚分） 

9,491円 35,154円 1,180,837円 

※18年度カカオクッキー販売分からの募金：257袋×200円＝51,400円も別途送金予定。 

 

◎ 福島勉強会「震災から8年－福島から考える今とこれから」開催 

二本松有機農業研究会の取組みを共に応援するアーユス仏教国際協力ネットワークとJIM-NETと共催で、震災から8

年を機に福島のことを考える勉強会を開催しました。①「東京

×福島 自然エネルギーにかける想い」と題しての、八王子協

同エネルギーと二本松有機農業研究会の対話、②「福島で生活

する子どもたちのこれまでとこれから」と題しての、バナナ募

金でバナナを届けている南相馬市の原町聖愛こども園の遠藤美

保子園長先生のお話し、③「311の学びから原子力災害に備え

よう！」と題しての、ドキュメンタリー映画監督の鎌仲ひとみ

さんをファシリテーターに迎え、原発事故が起こったらどうす

るかをワークショップの3回連続企画で、合計44名の参加が

ありました。 

 

◎ BMW技術協会 

熊本で開催された全国交流会（2018年11月）、若手幹事会（12月）、第18回基礎セミナー（2019年2月）に参

加しました。BMW技術について学び、日本全国の生産者と交流をしました。 

来年度2019年11月にネグロスで開催される第5回アジアBMW技術交流会に向け、実行委員会のメンバーとして準

備を進めています。 

ソーラーシェアリングのパネル設置がついに完了！ 

原町聖愛こども園遠藤園長先生を囲んで 
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◎ グリーンコープ青少年ネグロス体験ツアー 

2018年7月21日～7月28日、日本人高校生11人、ネ

グロスの若者11人が交流するツアーが実施されました。

交流中のゲームやワークショップを通して、自己を解放し

ていきながら、力を合わせて、それぞれ文化や社会問題、

民衆交易についての劇を創っていきます。参加した若者た

ちの雰囲気、チームワークもよく、短時間で素晴らしい劇

を完成させ、現地ラ・サール大学高等学部での発表後の達

成感の表情から一人ひとりの成長を感じました。交流2日

目は、バランゴンバナナ、マスコバド糖用サトウキビ産地

のパンダノン村に民泊もしました。 

 

◎ グリーンコープ組合員ツアー 

2018年8月31日～9月5日、ｆｒｏｍネグロス組合員ツアーが開催されました。2018年に30周年を迎えるグリ

ーンコープの原点回帰・歴史を辿るツアーとしてフィリピン・ネグロスへの訪問となり、今回は組合員ツアーとして

初めてマスコバド糖用サトウキビ産地にも訪問しました。多くの生産者やATPI/ATPF（※）スタッフやKF-RCスタッ

フと交流し、体験したことでそれぞれが共生の意味を改めて実感でき、熱い想いを持って帰国された様子で充実した

ツアーになりました。 

※ATPI（Alter Trade Philippines Inc.）/ オルタートレー

ド・フィリピン社：バランゴンバナナの輸出、マスコ

バド糖の輸出および国内販売、野菜などの宅配事業を

担当している現地事業会社。 

※ATPF（Alter Trade Philippines Foundation）/ 食料主

権のためのオルタートレード・フィリピン財団：ネグ

ロス島のバランゴンバナナ生産者への栽培指導やサト

ウキビ生産者組合への支援活動を実施している財団。 

 

◆緊急救援事業 

◎ 福島の子どもたちに届けよう、バナナ募金 

2011年3月の福島第一原発の事故後、子どもたちが少しでも安心・安全な食べものが食べられるようにと福島の保

育園・幼稚園に農薬を使わずに栽培されているバランゴンバナナを定期的に送る活動を継続しています。今年は7年

目の取組みです。 

残念ながら18年度は保育園を訪問することができませんでしたが、福島勉強会の企画で、南相馬市の原町聖愛こど

も園の遠藤美保子園長先生を東京へお招きし、福島の子どもたちについてのお話を聞きました。 

 

参加者全員で記念撮影 

バランゴンバナナの生産者と一緒に 
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◆発送先：いわき2件、福島11件、郡山1件、南相馬市1件、相馬市1件：計16件 

◆募金額：657,807円 

◆バナナ発送金額・重量：347,227円・バナナ785kg 

 

◎ フィリピン・北部ルソン 台風22号、26号による被害への支援 

2018年9月にフィリピン・北部ルソンを直撃した台風22号・26号の影響で、ヌエバビスカヤ州カヤパ町の山奥の

地域では土砂崩れの被害が大きく、道路が埋まり孤立してしまったり、連絡が途絶えたりという大きな被害がありま

した（台風22号では、コミュニティ内の一家が土砂崩れで流されてしまい、亡くなられています）。 

かつてAPLAと一緒に活動していた現地の方より、現在所属しているカヤパ町カバヨ村のCUFFPAI（カバヨ高地農家

森林保護組合）として、壊れた山道の復旧作業を進めていくにあたり、道具が足りないということで、シャベルや手

押し車などの道具を調達するための資金要請がありました。2018年12月19日～22日に現地を訪問し、「ヨランダ

台風の支援残金・緊急災害支援準備金」から22,100ペソ（47,515円）を届けました。 

 

◆民衆交易・フェアトレード事業 

◎販売事業 

2018年4月にネットショップをリニューアルしました。より多くの人に利用しやすいようにと店舗づくりをしてき

ましたが、残念ながらこれまでの実績に及ばず、また事務局の人員体制の変更や組織的基盤に伴った事業の見直しと

して、2018年度でバラ・セット販売を終了することになりました。 

会員制の販売では、バナナくらぶは継続するものの、エビくらぶとコーヒーくらぶは終了となりました。 

◎イベント出店 

イベント出店回数22回。事務局の体制を考慮して、昨年度に比べて回数は減りましたが、今年度もできる限り出店

しました。顔と顔を合わせて民衆交易の魅力を直に伝え、モノを通して現地での活動を知ってもらえる貴重な機会と

なっています。 

◎PtoPカフェ 

キッチンカーでコーヒーなどのドリンクを中心に販売してい

ます。毎月1回出店していたアースデイマーケットが開催さ

れなくなり、定期的な出店はなくなりましたが、初めてのイ

ベントからのお誘いもあり、年10回出店しました。 

運営に関しては試行錯誤中ですが、学生インターンの活躍も

あり、民衆交易品の魅力を知ってもらえる場として多くの人

に好評いただいています。 
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◆事務局報告 

 

■ 他団体とのネットワーク 

 アーユス仏教国際協力ネットワーク、日本イラク医療支援ネットワーク（JIM-NET）、オルター・トレード・ジ

ャパン（ATJ）、とともに福島でつながった人びとを応援する活動、そのための「カカオクッキーwa/農民発電」

の販売を継続しています。 

 エシカルバナナ・キャンペーン 

 チョコレート・アライアンス 

 東ティモール・フェスタ実行委員会 

 フェアファイナンスガイド・ジャパン 

 辺野古・高江を守ろう！NGOネットワーク 

 NGO非戦ネット 

 

■ 2018年度の賛同・協賛 

 市民社会スペースNGOアクションネットワーク（NANCiS） 

 要請文「ガザでの抗議運動参加者に対する実弾使用中止の働きかけ、真相調査の調整に尽力してください」 

 第10期沖縄意見広告運動 

 3カ国民衆会議・国際シンポジウム 

 住友商事・スミフル・ジャパンへの要望書（フィリピン・ミンダナオ島スミフルバナナプランテーション労働者

の銃撃を受けて） 

 NGOの声明：辺野古新基地建設に反対する沖縄県民投票の結果を尊重することを求める 

 

■ 会員・サポーター報告 2019年3月31日時点 

 個人 団体 合計 

正会員 96 35 131 

賛助会員 87 14 101 

マンスリーサポーター 15 - 15 

APLAサポーター 2 - 2 

合計 200 49 249 

 

■ 組織体制 

理  事：秋山眞兄（共同代表）、市橋秀夫（共同代表）、疋田美津子（共同代表） 

吉澤真満子（事務局長）、上田誠、鹿毛優子、廣瀬康代、堀芳枝、箕曲在弘（以上9名） 

監  事：近藤康男 

評 議 員：赤松結希、秋山澄兄、安藤丈将、大橋成子、近藤恵、橋本順子（以上6名） 

顧問：弘田しずえ、前島宗甫 

事務局員：吉澤真満子（事務局長）、 野川未央（専従）、大久保ふみ（専従/19年2月末を持ってATJへ異動） 

 寺田俊（専従）、坂野亜希子（アルバイト）、飯田華代（アルバイト） 

 

■ 総会・理事会・評議員会 

総  会：第10回総会（2018年6月2日) 

理 事 会：第33回(2018年9月29日)、第34回（2019年2月23日）、第35回（2019年4月6日） 

評議員会：第24回(2018年9月29日)、第25回(2019年2月23日)、第26回（2019年4月6日） 
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◆カレンダー 

 

 

《4月》 

1 東京朝市・アースデイマーケットに出店 

12-27  KF-RCチータさん、ジョネルさん来日 

14 理事会開催 

21・22 アースデイ東京2018に出店 

 

 

 

 

 

 

《5月》 

1 川村学園女子大学で授業 

3 「ひのでマルシェ」に出店 

19 東ティモール・フェスタ2018に参加 

20 第2回食育プチマルシェに出店、カカオワーク 

ショップを担当 

20 三島フィリピンDAYに出展 

21 立教大学で授業 

25 新宿区主催コーヒーワークショップで講師担当 

28 二本松有機農業研究会によるソーラーシェアリング 

の建設作業現場を訪問 

 

《6月》 

2 第11回総会、APLA10周年記念パーティー開催 

4-16 東ティモール出張 

11 日本農業経営大学校で授業 

23 カカオWS＠埼玉県富士見こども大学☆ふじみ 

 

《7月》 

7-17 東ティモール出張 

9-17 フィリピン出張 

21-28 グリーンコープ「青少年ネグロス体験ツアー」 

23 アーユス仏教国際協力ネットワーク主催「西日本 

  豪雨被災地支援チャリティバザーに出店 

28-29 エシカルバナナ・キャンペーン主催セミナー 

『甘い果実の苦い真実』を京都、東京で開催 

 

 

 

 

《8月》 

3 佼成学園女子高等学校で授業 

18 パルシステム東京主催ピースフェスタに出展 

19 カカオWS＠パルシステム埼玉南越谷地区 

22-31 フィリピン出張 

25 アーユス仏教国際協力ネットワーク主催「西日本 

豪雨被災地支援チャリティバザーに出店 

31-9/5 グリーンコープ「ｆｒｏｍネグロス組合員 

ツアー」 

 

《9月》 

1-2  Love Farmer’s Festival2018に出店、カカオ 

WSの講師を担当 

2 グリーンコープふくおか30周年まつりに参加 

10 第1回APLAゼミを開催 

 

《10月》 

4  DVD『甘い果実の苦い現実』の完成上映会に参加 

13-14 食育マルシェに出店、カカオWSを担当 

14 「ひのでマルシェ」に出店 

15 カカオWS＠パルシステム東京（用賀） 

18 目白大学で授業 

19 互恵のためのアジア民衆基金（APF）総会に出席 

21 「第2回ひので観光＆物産フェア」に出店 

23 パルシステム埼玉平和のつどいに参加 

26 日蓮宗「いのり題目の日」に出店 

26 パルワゴン・パルキッチンに出店 

27 東京ピクニックに出店 

29 グリーンコープ主催「ｆｒｏｍネグロス学習

会」に参加 

30-11/2 グリーンコープ主催「ｆｒｏｍネグロスセ

ミナー」に参加し、ATPFの3名と一緒に９単協 

                    を訪問 
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《11月》 

10 二本松有機農業研究会・ソーラーシェアリング完成 

式に参加 

11 「しあわせの経済フォーラム2018」のマルシェに

出店 

12 カカオWS＠パルシステム埼玉（三郷） 

14 獨協大学で授業 

16 カカオWS@パルシステム東京（板橋） 

16 りそなアジア・オセアニア財団第2回環境事業ワー 

クショップに参加 

18 第12回国際有機農業映画祭に出店 

21 「（日本・ブラジル・モザンビーク）3ヵ国民衆会 

議」のマルシェに出店 

23 パルシステムグループ市民活動助成団体の実践報 

告・交流会に参加 

25 「知らなかった！アジアンコーヒー入門」開催 

26-27  BMW技術全国交流会に参加 

28 グリーンコープ（とっとり）で開催された 

「ｆｒｏｍネグロスセミナー」で講師を担当 

 

《12月》 

1 第1回フェアトレードフェスタ川口に出店 

6-17 フィリピン出張 

9 カカオWS＠埼玉県高等学校教職員組合 

10 カカオWS＠パルシステム埼玉（熊谷） 

11 カカオWS＠パルシステム東京（鹿骨） 

17 BMW技術交流会・若手幹事会に参加 

 

《1月》 

12  WE21相模原主催の東ティモール活動報告会で報告 

12 武蔵大学で授業 

21 コーヒー講座＠パルシステム東京（猿江） 

24 カカオWS＠パルシステム神奈川ゆめコープ 

29 カカオWS＠パルシステム埼玉（北川口） 

31 カカオWS＠パルシステム東京（八王子さくら） 

31 寺田がアーユス新人賞受賞、アーユス・デイ（受賞 

式）に出席 

 

《2月》 

2 カカオWS＠日本大学国際関係学部冨岡ゼミ 

2 カカオWS＠新宿未来創造財団・新宿文化センター 

3 カカオWS＠リサイクル千歳台 

5 学芸大学附属高等学校・校外実習で授業 

6 カカオWS＠パルシステム埼玉（川越東） 

9 カカオWS＠感通寺、PtoPカフェでの出店 

9 カカオWS＠「2020年代の世界とMATSUDA」 

13 カカオWS＠パルシステム東京（調布西） 

17-22 ラオス出張 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18-19 第18回BMW基礎セミナーに参加 

23 理事会・評議員会開催 

27-3/23 フィリピン出張 

 

《3月》 

2 パルシステム東京主催「東日本大震災から8年、

みんなで応援！復興トーク＆カフェ～「3.11を忘

れない」～」に参加 

2 「震災から8年-福島から考える今とこれから①」 

  をアーユスとJIM-NETと共催 

3 カカオWS＠フリースペースえん 

9 「震災から8年-福島から考える今とこれから②」 

  をアーユスとJIM-NETと共催 

13-19 フィリピン出張 

16-24 東ティモール出張 

19 パルシステム埼玉平和募金贈呈式に参加 

30 「震災から8年-福島から考える今とこれから 

③」をアーユスとJIM-NETと共催 

 

※「ホンモノの手作りチョコレートワークショップ」

＝カカオWSとして表記 

 

 


